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研究成果の概要（和文）：

本研究は、当該研究者がこれまで独自に練り上げてきたテレコミュニケーション概念の視点か
ら、その民主主義論の討議倫理的な可能性を解明し、デリダの民主主義概念の系譜学の意義を
提示することができた。

研究成果の概要（英文）：
This research revealed the possibility (as discourse ethics) of Derrida's theory of 
democracy in terms of our own concept of "telecommunication", and exhibited the 
significance of Derrida's genealogy of the notion of democracy. 
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１．研究開始当初の背景
90 年代以降、冷戦体制崩壊後のグローバル
化に伴って、世界の政治的・宗教的・民族
的な諸紛糾の激化が進展するにつれ、デリ
ダの思想は、「倫理‐政治的転回」と言われ
る特徴を帯びるようになる。そこで浮上し
た主要なテーマこそ、民主主義である。デ
リダによれば、民主主義は、現実に不完全
な制度であるだけでなく、理論上も厳密に
は「不可能なもの」である。にもかかわら
ず、デリダは、それが不可能であるかぎり
で、むしろ現代社会に不可欠な理念（「来た
るべきデモクラシー」と呼ばれる）となり
うることを強調し、民主主義の未来を積極
的に模索しようとした。他方、現代の民主

主義論は、社会・政治哲学のシーン全体で
非常に盛んになっており、熟議的民主主義
（ハーバーマス）や、対話型民主主義（ギ
デンズ）、共同体論的民主主義（テイラー）、
リベラル民主主義（ローティ）、ラディカル
民主主義や闘技民主主義（ムフ、コノリー）、
ディセンサス民主主義（ランシエール）な
ど、さまざまなかたちで追究されている。
それゆえ、本研究ではデリダの「来たるべ
きデモクラシー」の概念はその錯綜した状
況下でいかに寄与しうるのかの解明を試み
た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、現代フランスの哲学者ジ
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ャック・デリダが 90 年代以降に提唱した
「来たるべきデモクラシー」の概念の検討
を通じて、現代民主主義論の新機軸を打ち
立てることである。デリダはこのデモクラ
シー概念を、古代ギリシアから現代にいた
る「友愛」のモチーフの系譜学的探究のな
かで浮き彫りにしようとしていたが（『友愛
のポリティクス』1994 年）、十分に練り上
げることなく 2004 年にこの世を去った。
しかしこの「来たるべきデモクラシー」は、
着想と射程の遠大さから、デリダの死後も、
毀誉褒貶にさらされながら、欧米を中心と
した倫理学・社会哲学・政治学の文脈で注
目を集めてきた。本研究は、応募者がこれ
まで取り組んできたデリダの討議理論研究
の成果を基盤とすることにより、そのデモ
クラシー概念を「テレコミュニケーション
民主主義」という独自の政治哲学的概念へ
と結晶させ、ますます複雑化し混迷を深め
ている民主主義論の現状に新たな展望を切
り開くことを目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は「民主主義」という大きな主題を
扱うにあたって、三つの段階を踏むことに
より達成される。第一に、デリダによる「民
主主義」の用法の確定。第二に、デリダの
民主主義概念が位置づけられる「友愛」の
系譜学の把握とその一般的な拡張。これに
より「来たるべきデモクラシー」の系譜学
を描き出す。第三に、こうして把握された
民主主義概念の歴史的射程が、いかなるア
クチュアリティをもち、未来の可能性に開
かれているのかを追究する。これは、テレ
コミュニケーション概念を軸とした新たな
民主主義概念の構築と展開として実行に移
される。 
 
４．研究成果 
本研究の研究成果は、以下の二つの視点から、
以下の二つの視点（①、②）から、デリダに
おける民主主義論の基底をなす論点を解明
し、また、さらに三つの点（③、④、⑤）に
おいて、その民主主義論の展開をなす論点を
解明した点にある。 
 ① 一つ目は、議会制民主主義について。
カール・シュミットは、ヴァイマール共和国
下において「永遠の討議」に明け暮れる議会
制民主主義の無力を説き、主権者による決断
主義の重要性を説いたが、本研究は、決断の
思想とも要約されるデリダの政治哲学が、シ
ュミットの決断主義への批判を通して、議会
制民主主義に対していかなるスタンスをと
りうるのだろうかを検討した。その成果は英
語で公刊された。 
 ② 二つ目は、「ならず者」について。「な
らず者」とは、９・１１以降、ブッシュ政権

下のアメリカ合衆国が、国際法を尊重しない
「テロ支援国家」を指して用いた言葉だが、
デリダ晩年の主著『ならず者たち』のテーゼ
は、ならず者を名指して軍事攻撃を仕掛ける
アメリカのように、国家のテロルは少数の特
定の国家ではなく、世界中に遍在し、ならず
者はいまや至るところに存在する、というも
のであった。この事態は、民主主義にとって
いかなる帰結をもたらすのだろうか。サミュ
エル・ウェーバーによるデリダの「ならず者」
論（2008）を翻訳紹介することを通じて、訳
者解題として、そのような問いに答える論点
を明らかにした。 
 ③ 三つ目として、「敵」について。かつ
てカール・シュミットは、「敵」の認定と殲
滅にこそ政治的なものの概念と国家主権の
本質が存在しているとした。こうした「人類
の敵」の認定とは、まさに国家主権が主権た
りうるために必要としている行為ではない
だろうか。そうした観点から、「敵」の具体
的形象が「海賊」として出現してくる現代的
事象を検討し、民主主義政治の構造的臨界点
を解明した。 
 ④ 四つ目として、「自己免疫」について。
「自己免疫」は、デリダが民主主義が孕む自
殺的論理を解明すべく名づけた生政治的形
象である。民主主義の構造を駆動しているの
は、それ自体として矛盾を抱えている民主主
義の自己を維持するためにこそ、非自己への
攻撃を自己自身に振り向けることで当の防
御を解除し、かくして他者からの攻撃にみず
から曝されなければならないとする自殺的
論理にほかならない。学会発表では、現代の
民主主義の構造的限界をこのようなデリダ
の企てから出発して問題化することができ
た。 
 ⑤ 最後に、友愛の感情について。このよ
うな民主主義の難問にどう答えるのかにつ
いて、友愛の感情に目をむけることにより、
「情感的なもの」（＝美学）の探究の帰結と
して、友愛の哲学史が示していた、この政治
的情動の可能性を再発見するに至った。 
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